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町
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会
長

佐

々
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了

新
年
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
発
生
で
始
ま
っ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
震
で
西
任
田
町
に
お
い
て
も
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

①
道
路
陥
没
、
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
箇
所
の
ひ
び
割
れ
や
陥
没

②
住
宅
の
石
垣
、
平
垣
の
崩
壊
、
灯
篭
の
落
下
、
屋
根
瓦
の
ズ
レ

③
西
大
御
神
社
の
灯
篭
崩
壊
、
ズ
レ
の
発
生

④
西
任
田
町
墓
地
の
お
墓
石
落
下
、
法
名
台
の
落
下
ひ
び
割
れ
等

住
民
の
皆
様
の
多
大
な
努
力
や
行
政
の
早
期
の
対
応
に
よ
り
被
害
は
ほ
ぼ
復

旧
い
た
し
ま
し
た
。
何
よ
り
人
的
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

本
年
３
月
に

「西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業
」
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

３
月
３．
日

「工
事
安
全
祈
願
祭
」
「御
神
体
仮
殿
遷
宮
神
事
」
が
執
り
行
わ
れ
、

工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
期
間
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
順
調
に
工
事
が

進
み
９
月
３０
日

「御
神
体
遷
宮
神
事
」
「屋
根
改
修
工
事
竣
工
祭
」
が
執
り
行

わ
れ
無
事
西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
屋
根
改
修
事
業
積
立
金
、
寄
付
金
等
に
よ
る
多
大
な
ご
協
力

に
よ
り
無
事
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「安
全
で
安
心
で
き
る
優
し
い
町
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
進
め
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
痛
感
し
た
１
年
で
し
た
。
ま
た

「地
域
活
性
化
」
の
た
め
各
世
代
が

交
流
で
き
る

「機
会
」
「行
事
」
「場
所
」
づ
く
り
を
今
後
も
提
案
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，．

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
１
年
町
内
会
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
７
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
き
年
に
な
り
ま
す

様
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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令和 6年 12月 に  し  と  う  だ (2)

⌒　

　

一
十

誓

老
人
△富〈ム長

佐
々
木
　
均

《
令

和

６
年

度

の
行
事

》

●
４
月

１６

日

（
３０
名

）
と

７
月

１９

日

（
３３
名

）

環
境
保
全
奉
仕
作
業

●
５
月

２３

日

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（・５
名
参
加
）

●
５
月

２９
日

交
通
安
全
教
室

（い
き
い
き
サ
ロ
ン
会
と
共
催
）

・
‐２
月

３
日

日
帰
り
温
泉
　
一詈
多
人

（３６
名
参
加
）

・
そ
の
他
、
老
人
会
根
上
支
部
行
事
と
し
て
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ボ
ラ
ィ
ア
ィ
ア
清
掃
、
根
上
講

（３
月
よ

り
毎
月
開
催
）
女
性
部
主
催
行
事
が
あ
り
、

役
員
、
有
志
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

の
懇
親
会
で
親
睦
を
深
め
あ
い
な
が
ら
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
秋
の
奉
仕
作
業
も
含
め
、
今
後
の
仲
友

会
の
活
動
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

婦
人
△雰〈雰長

杉
田

今
年
度
は
、
新
会
員
さ
ん
２
名
を
加
え
、

２８
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
の
試
み
の
ラ
ン
チ
会
は
、
参
加
者
も
多

く
お
い
し
い
お
料
理
を
頂
き
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
事

が
で
き
ま
し
た
。

年
末
に
は

「お
正

月
花
講
座
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
婦
人

会
活
動
に
ご
協
力

頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

一年
を
振
り
返
っ
て

熟
一
月
　
抹
茶
で
優
雅
に
新
年
を

等
二
月
　
公
式
輪
投
げ
大
会

肇
三
月
　
尼
お
講
と
情
報
交
換

熟
四
月
　
富
山
県
富
岩
逗
河
環
水
公
園
お
出

か
け
桜
見

識
五
月
　
一父
通
安
全
教
室
と
詐
欺
犯
罪
の
実
情

鶏
六
月
　
茶
話
会

鶉
七
月
　
新
聞
紙
で
作
る
エ
コ
バ
ッ
ク

鶏
人
月
　
懐
か
し
の
映
画
会

驚
九
月
　
敬
老
会

（お
笑
い
演
芸
会
）

離
十
月
　
防
災
訓
練

韓
十

一
月
　
山
中

・
瀬
領
方
面
お
出
か
け
紅
葉

警
十
二
月
　
お
正
月
用
ア
レ
ン
ジ
花
と
茶
話
会

来
年
も
皆
様
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

楽
し
い
行

事
を
し
た

い
と
思

っ

て
い
ま
す

の
で
、
一死

気
で
い
ら

し
て
く
だ

さ
い
ね
。

仲
友
△富〈雰長

丹

保
　
明

今
年
も
昨
年
よ
り
開
催
さ
れ
た
食
事
会
に

‐６
名
の
参
加
が
有
り
、
人
松
苑
に
て
年

一
回

壮
年
団
団
長
　
丹
保
　
公
宏

今
年
度
の
壮
年
団
は
、
Ｏ
Ｂ
の
方
を
含
め

て
、

２９
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
１
人
新
し
い
団

員
が
加
わ
り
、

３０
人
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
人
数
不

足
の
た
め
不
参
加
と
な
り
、
昨
年
同
様
、
駅

伝
大
会
も
諸
事
情
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
で
す
が
、
海
岸
清
掃
及
び
町
内
奉
仕
作

業
で
は
、
早
朝
の
海
岸
清
掃
か
ら
参
加
し
、

戻
っ
て
か
ら
の
町
内
奉
仕
作
業
で
汗
を
流
し
、

終
了
後
の
親
睦
会
で
、
団
員
の
親
睦
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
新
し
い
仲
間
が
加
わ
っ
た
事
で
、
次

年
度
以
降
の
壮
年
団
活
動
を
団
員
み
ん
な
で

盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
も
壮
年
団

活
動
に
ご
協
力
を

頂
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
よ
る
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

自
衛
消
防
団
団
長
　
但
馬
　
利
徳

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
、
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る
出
初
式
を
残

念
な
が
ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
地
震
を
通
じ
て
、
我
々
自
衛
消
防
団
が
自

然
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
西
任
田
町
に
貢
献

で
き
る
の
か
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

も
し
も
有
事
が
発
生
し
た
場
合
、
何
を
す
る
の

か
で
き
る
の
か
を
団
員
全
員
で
検
討
す
る
機

会
を
設
け
、
西
任
田
町
に
必
要
で
あ
り
続
け

る
自
衛
消
防
団
を
目
指
し
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
年
も
自
衛
消
防
団
の
活
動
に
ご
支
援

・

ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

誓

ふ
こ■月

子

f

蓬督

．　
一
ア

f

粟
生
山

伸

一

の
み
活
倶
楽
部
と
は
、
脳
血
管
疾
患

（脳

卒
中
、
脳
梗
塞
）、
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め

に
、
「運
動
」
「食
事
」
「脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
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(3) に  し  と  う  だ 令和 6年 12月

「笑
い
」
の
４
本
柱
や

（虚
弱
）
予
防
を
地
域
ぐ
る
み
で
継
続
的

に
実
施
し
て
い
く
活
動
で
す
。
家
に
い
て
テ
レ
ビ
の
番
を
し
て
い

る
と
足
腰
が
弱
り
ま
す
の
で
、
た
ま
に
倶
楽
部
の
あ
る
時
に
会
館

に
顔
を
出
し
て
、
皆
ん
な
と
日
頃
の
話
を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

の
み
活
倶
楽
部
は

「
ク
ラ
ブ
」
で
は
な
い
の
で
、
い
つ
で
も
来
て

下
さ
い
。

福
岡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
〈́
長

浮
田
　
佳
宏

７
月
２８
日
（日
）
、
金
沢
の
ラ
ウ
ン
ド

ワ
ン
の
ス
ポ
ッ
チ
ャ
ヘ
皆
さ
ん
で
、
車

を
乗
り
合
わ
せ
て
行

っ
て
き
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
で
し
た
が
屋
内
で
体
を
動

か
し
て
、
お
も
い
っ
き
り
楽
し
め
ま
し

た
。今

回
の
夏
行
事
は
ス
ポ
ッ
チ
ャ
ヘ
行
く
と
い
う
初
め
て
の
試
み

で
し
た
が
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

浮
田
　
海
杜

十
月
十
三
日
に
、
秋
祭
り
の
獅
子
舞

が
あ
り
ま
し
た
。

一
年
ぶ
り
の
獅
子
舞
と
い
う
こ
と
か

ら
、
動
作
を
忘
れ
て
し
ま
つ
た
り
、
新

し
く
笛
を
す
る
子
た
ち
が
集
中
し
な
い

な
ど
の
ハ
プ
）ラ
グ
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
尋

秋
祭
り
当
日
は
、
雨
が
降
る
こ
と
は
な
く
予
定
通
り
に
進
み
、

町
中
を
事
故
な
く
周
り
ま
し
た
。

最
後
の
獅
子
舞
な
の
で
、
名
残
惜
し
い
の
で
す
が
、
心
に
残
る

良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
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御
れ
の
言
葉

西
任
田
町
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
急
な
解
散
総

選
挙
と
な
り
西
任
田
町
に
と

っ
て
は
、

神
社
屋
根
改
修
竣
正
式
に
続
く
秋
祭
り

と
、
慌
た
だ
し
さ
の
中
で
の
休
む
間
も

な
い
選
挙
戦
だ

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
に
と

っ
て
５
度
目
の
挑
戦
は
、
か

つ
て
な
い
逆
風
の
中
で
の
厳
し
い
選
挙

で
し
た
が
、
決
起
大
会
で
は
、
西
任
田

町
か
ら
は
ど
の
町
よ
り
も
多
く
の
皆
さ

ん
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
遊
説
カ
ー

に
は
会
館
前
に
驚
く
ほ
ど
の
人
が
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
り
、
い
つ
に
変
わ
ら
ぬ

皆
様
の
温
か
い
お
心
に
胸
を
熱
く
し
た

戦
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
目
標
の
１０
万
票
を
超
え
る
立
派
な
成

績
で
当
選
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
西
任
田
町
に
生
ま
れ
育

っ
た
、
ふ
る
さ
と
議
員
の
誇
り
を
忘
れ

ず
、
選
挙
戦
で
約
束
し
た

「
つ
な
ぐ

力
」
で
、
中
堅
議
員
と
し
て
の
存
在
感

と
国
会
を
動
か
す
力
を
発
揮
し
て
ゆ
く

決
意
で
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

衆
韮戯
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逹祓
員

佐
々
木
　
紀
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令和 6年 12月 に  し  と  う  だ (4)

体
育
委
員
長
　
丹
保
　
公
宏

５
月
１９
日
（日
）
に
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ｉｎ
根
上
が
浜
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
沢
山
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
競
技
及
び
テ
ン
ト

内
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
今
年
の
男
女

混
合
リ
レ
ー
は
全
員
小
中
学
生
の
参
加
と

言
う
こ
と
も
あ
り
、
応
援
に
も
力
が
入
り
、

来
て
い
た
皆
さ
ま
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が

印
象
的
で
し
た
ｃ

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
準
備
か
ら
後

片
付
け
ま
で
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
さ

ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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西う部梯″辻屋堰税修事業
一
▼

穂

二
一
　

　

↓

奮
丁

●
令
和
３
年
２
月
９
日

西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業
委
員
会
発
足

委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
弘

副
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
一写
一

委
　
員
　
神
社
氏
子
総
代
　
佐
々
木
　
充

老
人
会
代
表

ク
　
　
神
社
氏
子
役
員
　
山
田
　
外
二

ク
　
　
元
町
内
会
長
　
　
山
本
　
克
郎

ク
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
村
本
　
　
穣

ク
　
　
前
町
内
会
長
　
　
士
口
田
　
　
良

ク
　
　
仲
友
会
代
表
　
　
南
　
　
信
弘

ク
　
　
壮
年
団
代
表
　
　
橋
本
　
佳
幸

ク
　
　
婦
大
会
代
表
　
　
粟
生
山
美
紀

（令
和
５
年
１
月
１
日
加
入
）

″
　
　
建
築
見
識
者
　
　
浅
田
　
　
薫

ク
　
　
協
議
員

（市
議
会
議
員
）

杉
田
　
隆

一

ク
　
　
協
議
員
　
　
　
　
但
馬
　
正

一

ク
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
浅
田
　
秀
雄

ク
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
橋
本
　
博
人

ク
　
　
　
ク
　
　
　
　
佐
々
木
　
了

″
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
宮
本
　
正
晴

●
令
和
３
年
３
月
９
日

１
回
西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業

委
員
会
開
催

●
令
和
３
年
４
月
６
日

２
回
西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業

委
員
会
開
催

●
令
和
３
年
６
月
２５
日

３
回
西
大
御
榔
社
屋
根
改
修
事
業

委
員
会
開
催

ぉ
た
　

，
　
と
Ｅ
ｃ

こ準
′

′

¬ れ

′
Ｊ

'́Aヽ ぃく

「　
■
メ　
穂
ｉ

一
と

" 轟

■ 与

1 ｌ
ｉ
４



(5) に  し  と  う  だ 令不Π6年 12月

●
令
和
３
年
１１
月
１８
日

４
回
西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業

委
員
会
開
催

●
令
和
４
年
２
月
８
日

５
回
西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業

委
員
会
開
催

ｏ
令
和
４
年
３
月
８
日

６
回
西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業

委
員
会
開
催

●
令
和
４
年
３
月
２７
日

西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業
に

つ
い
て
臨
時
総
会
開
催

●
令
和
５
年
８
月
２９
日

７
回
西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業

委
員
会
開
催

●
令
和
５
年
１２
月
１９
日

８
回
西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業

委
員
会
開
催

●
令
和
６
年
１
月
１
日

西
任
田
町
初
総
会
に
て
再
見
積
後

の
修
正
案
に
つ
い
て
承
認

●
令
和
６
年
１
月
２３
日

松
浦
建
設
爛
と
工
事
請
負
契
約
締
結

請
負
契
約
金
額
二
千
四
百
二
十
万
円

工
期
着
手
　
１
月
２２
日

完
成
　
　
　
９
月
３０
日

●
令
和
６
年
３
月
３．
日

工
事
安
全
祈
願
祭

御
神
体
　
仮
殿
遷
宮

●
令
和
６
年
９
月
３０
日

御
神
体
遷
宮

屋
根
改
修
工
事
竣
工
祭

令
和
６
年

西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業

（３
月
～
９
月
）

秘
哲
翻
導

監

≡

工事事務所

颯》篭謗工事完成

西大御神社屋根改修事業
奉納額 奉納名板

電)C)拝 殿工事完成 旧瓦降ろし 足場設置

楽
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〔
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佐
々
末

必
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歯 十 公 産 芳
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掛
鴻
鷲
愛
株
式
会
社

代
工
■
■
確
　
松
一
器
引

見
【
ヽ

■

へ
　
松
ｉ
島

楡
楽
　
　
　
諏
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Ｉ

，
Ｆ
套

ュ

篭

千

え

ヽ

Ｒ
，
れ
４
確
　
ギ
わ
■
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″
μ

′
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昭和6年拝殿新築時
上棟式棟札

由

奉
と
欠
仲
神
社
仰
屋
根
魔

本

■

去
年

九
月
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令和6年屋根改修工事記録 棟札



令和 6年 12月 に  し  と  う  だ (6)

202幣1月 1日
報 i

四四
田団

道路関係

住宅関係

西大御神社

★
令
利
５
年
８
月
１７
日
生
ま
れ
驀

長
男
　
華
膳
中
ち
ゃ
ん

父
　
橋
本

翔
之
介

母
　
　
　
千
沙

★
令
利
６
年
３
月
１７
日
生
ま
れ
業

長
女

花
奈

ち
ゃ
ん

父
　
佐
々
木
　
悠

母
　
　
　
　
み
の
り

痛
岡
小
学
校
入
学
お
め
で
ど
つ

２
０
２
４
年
４
月
入
学

但
馬
な
づ
な

（保
護
者
　
但
馬

利
徳
）

Ａ

成
入
お
め
で
ど
つ

・・・健やかな成長を祈ります…
栗
生
山
琢
樹

宮
本
　
威
吹

小
野
　
広
武

村
井
　
紗
希

ゝ骨

rF `
B

r――業→―



(7) に  し  と  う  だ 令和 6年 12月

鞠
ぴ

議
籐

娃

鰯

お
く
や
み

佐
々
木

照
男
さ
ん

防
衛
大
臣
賞
登
首

我
が
国
を
代
表
す
る
最
も
権
威
あ
る
菊
花
展

「
日
本
菊
花
全
国

大
会
」
で
、
佐
々
木
照
男
さ
ん
が
３
本
立
単
鉢
の
部
で
防
衛
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

●

Ｈ
管
都
！

在
々
木

孜
子
ｋえ
　
一

遺
族
会
活
動
、
民
生
委
員
児
童
委
員
や

西
任
田
町
い
き
い
き
サ
ロ
ン
会
の
代
表
を
務

め
る
な
ど
、
社
会
福
祉
団
体
の
役
員
と
し

て
事
業
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

」ゝの
た
び
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
授
与
お
め
で

と
よゝ
」ざ
い
ま
す
。

■
な
ど

主
冬

ム
ｔ
玄
Ａ
士
学

・移

可
帝
母
ユ
ユ
■
ヽ
と
ぇ
卜
ヽ
オ
よ
ｉ

力
雀

ュ
・́Ｉ

一彗

ｉ

驀

一一一蓑

形
ぇ
　
、魔
染
　
９４
オ

父
、
良
榮
は
令
和
五

年
十

一
月
十
五
日
に
九

十
四
年
の
生
涯
を
開
じ

ま
し
た
。
父
は
戦
後
ま

も
な
く
十
九
オ
で
父
親
を
病
で
亡
く
し
、
若

い
時
か
ら

一
家
を
背
負

っ
て
生
き
て
ま
い
り

ま
し
た
。
仕
事
に
励
み
、
妹
弟
、
自
身
の
子

を
育
て
、
社
会
に
送
り
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

生
前
は
町
内
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

杉

元
　

徹

袴
木
　
工
泉
　
８６
オ

令
和
五
年
十

一
月
二

十
四
日
朝
、
父
は
老
衰

の
た
め
自
宅
に
お
い
て

天
寿
を
全
う
い
た
し
ま

防
犯
協
会
永
彰

丹

株

公

宏

ｋ
え

一・
　

ゑ
彰

状

４

■
〕理苺
雛
講
機
漠

程
こ
の
件
と
と

，
■
を
■

，
■
●
■
一

二
　

●
ぬ
ら，

■
っ
０
お■
１

，
と

こ

〓
ｔ
・

攀

一

弁

録

ケ
車

■

丹
保
公
宏
さ
ん
は
令
和
元
年
か
ら
防
犯

委
員
と
し
て
活
動
し
、
」ゝの
度
、
能
美
防
犯

協
会
長
の
井
出
敏
朗
能
美
市
長
と
、
米
山

一元

一

さ
れ

し
た
。
登
山
、
写
真
、
読
書
が
大
好
き
で
、

頑
健
な
間
は
白
山
を
は
じ
め
多
く
の
山
に
登

り
様
々
な
写
真
を
撮
っ
て
廻
り
、
晩
年
は
図

書
館
や
本
屋
を
定
期
的
に
め
ぐ
る
楽
し
く
充

実
し
た
人
生
を
送
り
ま
し
た
。

生
前
は
町
内
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
そ
の
ご
厚
情
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

橋
本
　
雄
吾
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令和 6年 12月 に  し  と  う  だ (8)

佐
々
木

章

９５
オ

父
は
五
月
十
三
日
に

天
寿
を
全
う
し
、
九
十

五
才
の
生
涯
を
終
え
ま

し
た
。

教
員
と
し
て
四
十
年
間
勤
務
後
、
旧
根
上

町
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
活
動
や
西
任
田
町
の
仲

友
会
の
創
設
、
町
内
会
活
動
に
携
わ
り
、
こ

の
間
西
任
田
町
内
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
と
よ
く
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

生
前
、
町
内
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐
々
木

了

凸
木
外
茂
技
　
９９
オ

大
正
生
ま
れ
の
母
は
、

よ
く
働
き
、
農
繁
期
に

は
よ
そ
の
田
植
え
の
応

援
に
も
出
か
け
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
孫
を
相
手
に
す
る
事
が
い
ち

ば
ん
の
楽
し
み
の
よ
う
で
し
た
。

晩
年
は
介
護
施
設
に
お
世
話
に
な
り
、
施

設
の
方
々
に
大
変
よ
く
し
て
い
た
だ
き
、
穏

や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
今

年
の
秋
祭
り
に
は
白
寿
の
お
祝
い
を
し
た
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
十
月
の
半
ば
頃
か
ら
だ
ん

だ
ん
と
体
も
弱
っ
て
き
て
、
十

一
月
八
日
朝

方
、
九
十
九
才
の
生
涯
を
眠
る
よ
う
に
閉
じ

ま
し
た
。

西
任
田
で
生
ま
れ
育
ち
嫁
ぎ
、
西
任
田
の

皆
様
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

山
本
　
克
郎

１
　
一死
旦
祭

・
初
総
会

・
能
全
半
島
地
展

２
　
自
衛
消
防
団
出
初
式

（中
止
）

６
　
初
お
講

７
　
左
義
長

７
　
仲
友
会
総
会

７
　
壮
年
団
総
会

８
　
班
長
会

・５
　
老
人
会
総
会

２０
　
生
産
組
合
総
会

２２
　
要
一‐『
一工
事

３
　
営
農
組
合
総
会

２０
　
第
１
回
公
民
館
運
営
委
員
会

９
　
根
上
中
学
校
卒
業
式

‐４
　
福
岡
小
学
校
卒
業
式

‐５
～
‐７
　
西
大
御
神
社
春
祭
り

３．
　
西
大
御
神
社
屋
根
改
修
工
事

安
全
祈
願
祭

６
　
歩
い
て
み
よ
っ
さ
お
花
見
ロ
ー
ド

６
～
１５
　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

８
　
福
岡
小

・
根
上
中
入
学
式

‐３
　
農
地

・
水

・
環
境
保
全
組
合
総
会

‐６
　
老
人
会
農
道
清
掃
奉
仕
作
業

６
　
第
１
回
体
育
委
員
会

１１
　
子
供
会
田
植
え
体
験
作
業

‐２
　
仲
友
会
清
掃
奉
仕
作
業

・６
　
佐
々
木
章
さ
ん
葬
儀

・９
　
ス
ポ
‐
ツ
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
ｉｎ
根
上

２９
　
老
人
会

。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
会

高
齢
者
の
交
通
安
全
教
室

１１
　
社
会
委
員
会
西
側
花
壇
花
植
え
作
業

‐３
　
ア
メ
シ
ロ
防
除

集
団
検
診

。
が
ん
検
診

海
岸
清
掃

熊
田
川
清
掃
除
草
等

～
２０
　
夏
の
交
通
安
全
週
間

老
人
会
清
掃
奉
仕
作
業

～
２８
　
根
上
り
七
夕
ま
つ
り

Ｘ
寄
附
お
礼

Ｘ

杉
本
　
　
徹

様
　
金

一
〇
〇
、○
○
○
円

山
本
　
克
郎

様
　
金
　
五
〇
、○
○
○
円

『西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業
』

Ｘ
寄
附
お
礼

Ｘ
一
〇
、
○
○
○
円

一
〇
〇
、
○
○
○
円

一
〇
〇
、
○
○
○
円

一
〇
〇
、
○
○
○
円

五
〇
、
○
○
○
円

一
〇
〇
、
○
○
○
円

五
〇
、
○
○
○
円

浅 南
田

♀
薫 一

様 様

金 金

ヂ} 本寸 寸ヒ
保 本 村

公  省
宏 穣 吾

様 様 様

金 金 金

任
田

公

様

金

佐
々

木

了

様

金

編

・
集

・
後

・
記

令
和
６
年
は
能
登
半
島
地
震
、
西
大
御
神

社
屋
根
改
修
事
業
の
竣
正
式
、
新
幹
線
開
通

と
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
今

回
の
地
震
を
経
験
し
て
地
震
発
生
時
や
津
波

警
報
発
令
に
対
す
る
自
分
た
ち
の
避
難
行
動

や
、
我
が
家
の
災
害
備
蓄
品
の
有
無
に
つ
い

て
改
め
て
振
返
り
と
反
省
が
必
要
で
あ
る
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

館
報
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
原
稿
を
お
毎

せ
い
た
だ
い
た
皆
様
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

66 55555544444 3333221111111111

◇
◇
◇

置
の
(
勒
忠
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12 12 12 12 12 12 11 11 11 10 9  9  9  9  9  8  8  7  7  7  7  7  6そ
の
他

１

～

‐２
月

１

～

‐２

月
4 27 18 11 14 7 1827 22 19 11 6  1 22 15 10 12 30 30 29 24 21 4

∫                  ;               ∫
道
路
愛
護
デ
ー

上
期
万
雑
集
金
日

３０
　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

敬
老
会

仲
友
会
清
掃
奉
仕
作
業

西
大
御
榊
社
御
神
体
遷
宮

西
大
御
神
社
屋
根
改
修
工
事
竣
工
祭

‐４
　
西
大
御
神
社
秋
祭
り

山
本
外
茂
枝
さ
ん
葬
儀

町
内
会
報
恩
講

。
物
故
者
法
要

第
１
回
館
報
委
員
会

下
期
万
雑
集
金
日

第
２
回
館
報
委
員
会

２０
　
年
末
交
通
安
全
週
間

任
田
猛
さ
ん
葬
儀

西
大
御
神
社
年
末
大
祓
式

婦
人
会
正
月
飾
り
教
室

あ
い
さ
つ
運
動

（毎
月
１５
日
）

９
月
は
８
月
３‐
日
か
ら
５
日
間

の
み
活
倶
楽
部

（第
２

・
４
木
曜
日
）

ｅ

ぜ
一一一
一
・一


